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【パートナー事業者型】
増築工事における、BIMモデル活用

による生産性向上の検証

①プレゼンテーション資料

令和3年度 成果報告会

令和4年7月26日
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令和３年度

４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３

プロジェクト工程

検
証

１）－１ 測量方法によるモデル作成工数
１）－２ プレカットによる工程短縮・廃棄物削減
２）－１ 2D・3D施工計画と実施の工数比較
２）－２ サプライチェーンの生産性向上

課
題
分
析

１）－１ 既存建物のデジタル測量と
BIMモデル作成

１）－２ プレファブリケーションによる
プレカットの検証

２）－１増築工事の施工計画

２）－２ サプライチェーンの生産性向上

増築
開始
▼

鉄骨建方

▼

設備工事
開始
▼

足場組立

▼

既存外壁
解体
▼

データー取得 検証

内装工事
開始
▼

プロジェクトおよび検証・課題分析工程
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課題１）－１

課題１）－１ 既存建物のデジタル測量と
BIMモデル作成
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課題１）－１ 既存建物のデジタル測量とBIMモデルの作成

１階レベルにて、増築の基準墨を測量
足場と既存建物間（ １階レベル）より、
測量対象のフロアを測量

測量対象のフロアにて、
既存鉄骨を測量

測量機

測量用ターゲット

測量機
測量機

測量用
ターゲット

測量用
ターゲット

360°レーザースキャナによるデジタル測量の⽅法
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課題１）－１ 既存と増築鉄骨を接続するガセットプレートの調整

7

既存鉄骨へのガセットプレート取付状況（BIMモデル）

既存鉄骨のデジタル測量結果（点群）

増築鉄骨を納めるため、ガセット
プレート位置の精度が必要

既存
増築

点群より既存鉄骨の位置を求め、
既存鉄骨の位置に応じて、
ガセットプレートの長さを調整

既存 増築
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課題１）－１ 既存と増築鉄骨を接続するガセットプレートの調整
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ガセットプレート位置の計測結果（X3通り）

階 ずれ(mm)
R 1
10 -5
9 -9
8 -6
7 -8
6 -9
5 -4
4 -10
3 1
2 -1

2階

4階

6階

8階

10階

※ずれ→増築基準に対する
既存鉄骨の位置 （－：増築側）

アナログ測量

→3mm
（差 2mm）

十分な精度を
確認

→ 10mm
ガセットプレート
を短く調整
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課題１）－２

課題１）－２ プレファブリケーションによる
プレカット施工の検証
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[物件概要]
施⼯種別︓増築⼯事
⽤途︓事務所／店舗
地上10階／地下なし
延床⾯積︓約14,640㎡（増築範囲︓2,083㎡）
構造︓鉄⾻造

増築部既存部

[検証対象]
・乾式壁︓軽量鉄⾻壁下地、せっこうボード張り

4F-5F, 8F
(約615㎡)

2F-3F,6F-7F,9F-10F
(約1230㎡)

[⽐較対象範囲]

BIM⽣産設計・BIM積算
プレカット施⼯（⼀部プレファブ施⼯）

従来設計・従来積算
従来施⼯

・積算数量⽐較
・実⾏数量⽐較
・⼯数⽐較
・廃材量⽐較
※その他︓メーカー加⼯によ
る廃材量、再利⽤率調査

課題１）－２ プレファブリケーションによるプレカットの検証
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測量
情報
統合

現場測量
(レーザー
距離計)

施⼯段階
360°スキャン
(検証⽤)

Matterportによる撮影

課題１）－２ プレカット施工の手順

統合
モデル

構造BIM
設備BIM

LGS
配列
・

ボード
割付

LGS配列モデル

ボード割付モデル

プレカット管理
システム

(パーツリスト、
情報︓配置、
間配り、配送、
出来⾼)

プレカット管理システム

間配りパッケージ情報

加⼯
データ
渡し

搬⼊

揚重

搬⼊

揚重
間配りプレカット

加⼯
LGS+⽯膏ボード
プレカット施⼯
(墨出し・設置)

11

BIM 作業⼯場

凡例

CNC機械加⼯CAD
⾃動展開データ

揚重配置情報QRコード

CSV
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課題１）－２ プレカット加工について

 詳細割付モデルより
ボード板取を⾃動⽣成  CNC加⼯機械CAD⾃動

展開データ (CSV)
 揚重配置情報QRコード

CSV

⽯膏ボード割付（例）

部材へのQRコード
⾃動割り当て

⽯膏ボード⽤CNC加⼯機械

LGS⽤CNC加⼯機械

間配り場所１か所の
プレカット材の配置イメージ

プレカット材の揚重配置
１階分のイメージ
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課題１）－２ プレカット施工状況（LGS）

ランナー設置 ランナー位置確認（地墨） スタッド建て込み状況
（切断無し）

LGS部材梱包状況（施⼯部位ごと）
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課題１）－２ プレカット施工状況（石膏ボード）

⽯膏ボード間配り開始 ⽯膏ボード下貼り開始

⽯膏ボード上貼り開始 ⽯膏ボード上貼り完了
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課題１）－２ プレファブ加工について

柱プレファブ化の検証

柱⽴⾯

現場での施⼯検証柱の側⾯パネルを組み⽴て
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課題１）－２ LGS・石膏ボード割付の確認について

LGS配置MRによる重ね合わせ LGS＋⽯膏ボード配置

MRデバイスを活⽤し
たBIMモデルの重ね
合わせを実施

 作成したモデルの
確認・現場との
整合チェックのた
め

 プレカット施⼯の
トレーニング
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課題１）－２ 残資材の確認状況（従来・プレカット）

現場残量
LGS計 32.31kg

プレカット施⼯（８階）従来施⼯（３階）

現場残量
⽯膏ボード計 237.1kg
(別途、スペーサー618kg → 計 855.1kg) 

現場残量
LGS計 125.1kg

現場残量
⽯膏ボード計 561.4kg
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課題１）－２ 工程短縮（従来・プレカット）

 検証1)-2 工程短縮について、報告書では、施工途

中の暫定値として、１１％増加の報告をさせていた
だいた。施工が完了し、８階（プレカット３フロア目）
のデータが得られたことと、工数について、定点カメ
ラの映像から１時間単位で分析した結果として、今
回の報告の値に訂正させていただきたい。

 工程短縮は、目標の２５％を超える結果となった。
計測対象は、LGS・石膏ボードの施工のみ（荷揚げ、
運搬などを除く）
従来 （６階） 45（人・時）
プレカット（８階） 27（人・時）
→工程短縮４０％

（=(45-27)÷45=0.40）
8

6

14

5

10

7

13

9

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45 50

6F(在来)

8F(プレカット)

施⼯時間(⼈時)

ランナー スタッド PB9.5 PB12.5
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課題１）－２ 廃棄物量比較について（従来・プレカット）

 検証1)-2 廃棄物量比較について、検証する定量的な
効果として、BIM活用による効果を把握する目的で発

注資材に対するプレカットによる廃棄物削減量を検証
する。
※LGSと石膏ボードを同時に評価するため、CO2排出量に換算して

比較を行う。

発注資材（従来工法） 53,076（kg-CO2）
従来 廃材量（３層分） 6,132（kg-CO2）
プレカット廃材量（３層分） 3,691（kg-CO2）
→廃棄物削減量４.６％（ >目標値 2.0%※２）

（=(6132-3691)÷53076=0.046）

※１ 令和４年３月の報告書では、廃棄物量比較について、従来の廃棄物に対するプレカットによ
る廃棄物削減量として、評価し、47％と記載している（報告時点での施工進捗の暫定値）。
同じ評価方法で比較した場合、廃棄物削減量は、40%（=(6132-3691)÷6132=0.40）となる。

※２ 発注数量に対する廃棄物量の削減量で評価したため、廃棄物の割合を発注
数量の10%と設定し、当初目標値を2.0%に換算した。（ 20%×0.1=2.0% ）
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課題２）－１

課題２）－１ 増築工事の施工計画
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４．既存鉄骨へのガセット取り付け５．鉄骨建方（解体用足場の撤去）６．増築用足場架設１．増築部基礎躯体構築２．既存外壁解体用足場架設３．既存外壁（ECP）解体

増築工事の施工手順

１．増築部基礎
躯体構築

５．鉄骨建方
（解体用足場
の撤去）

21

２．既存外壁解体用
足場架設

３．既存外壁
（ECP）解体

４．既存鉄骨への
ガセット取り付け

６．増築用足場
架設
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課題２）－１ 増築工事の施工計画

 2D・3D施工計画と実施の工数比較
2D のみの計画では、鉄骨の建て逃げ時のクレーン
のブーム干渉の検討が難しく、12 人工を算定。
3D の計画では、10 人工で実施
→17%工数削減

 安全巡視指摘の是正や足場等の組み替えに関わ
る工数の比較

足場の組み換えについては、既存外壁の解体用足
場から、鉄骨建方用の足場に組み替える際に、2D 
では、20 人工（算定）、3D では、14 人工（実施）と
なった。2D では足場建地の組み換えが発生すると
算定。
→30%工数削減
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課題２）－２

課題２）－２ サプライチェーンの生産性向上
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課題２）－２ サプライチェーンの生産性向上

 数量積算に関わる工数の比較
2D による足場の拾い、全体で４人工、嵩上げで２人
工、合計で6 人工を算定
3D による足場の拾い、全体で１人工
→83%工数削減

 サプライチェーンの生産性向上およびCO2 削減
足場材の車両の数量で比較
→車両の台数を途中でカウントすることができず、

評価にいたらなかった。
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本検証における結果のまとめ
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検証１：既存解体を含む増築工事における施工精度の確保と生産性向上 削減目標 結果

１）－１
デジタル測量とアナログ測量の、測量および設計統合モデル作成工数

（人、日）
３０％ ２０％

１）－２
プレカットやプレファブリケーションによる施工と従来手法による
①工程短縮（人、日）

②廃棄物量比較（kg-CO2）

２５％

２.０％

４０％

４.６％

●検証する定量的な効果と削減目標・結果

検証２：既存解体を含む増築工事における的確な工事手順の確立と
生産性向上

削減目標 結果

２）－１
①施工計画に関わる２D・３D工数の比較（人、日）

②安全巡視指摘の是正や足場等の組み替えに関わる工数の比較
（人、日）

３０％

２０％

１７％

３０％

２）－２
①数量積算に関わる工数の比較（人、日）

②サプライチェーンの生産性向上及びCO2削減（台）

８０％

２０％

８３％

－

※取付⼯程のみ（荷揚げ、運搬などの⼯程を除く）

※従来施⼯の発注量を100%として
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VISION2030生産性向上

脱炭素 防災・減災

BIMデジタルデータの活⽤により⽣産性向上を図り
「環境負荷の低減」を⽬指す

廃棄物ゼロ

デジタルデータ活用

プレカット デジタル安全計画車両計画の最適化

建築用途別
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以上、成果報告を終わります


